
編

輯

後

記

回
東
洋
平
和
の
銭
暴
支
響
懲
、
破
邪
顕
正
の
剖
別
に
鰍
ち
大
慈
悲
の
子
オ
を

交
へ
て
よ

P
、
聖
職
此
虎
に
幾
丹
、
凱
歌
の
械
産
天
地
に
震
怒
し
蔦
歳

の
準
巷
に
満
ワ
時
、
待
望
の
『
棲
神
』
を
品
目
様
の
机
上
に
お
怠

P
致
し

ま
す
。

回
鷲
峰
の
法
雫
、
眠
キ
の
瞳
揮
を
揚
げ
て
よ
り
t
m
拾
参
披
、
思
へ
ば
欣
専
の

涙
に
咽
ぶ
。

ロ
時
獲
下
の
多
忙
樫
に
あ
っ
て
棲
柿
感
徒
陶
冶
の
録
、
玉
稿
を
給
は
ワ
た

韓
問
先
生
に
満
腔
の
熱
意
を
持
ワ
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

ロ
御
寄
稿
を
御
願
ひ
し
た
誇
先
生
の
う
ち
、
玉
稿
を
戴
〈
事
の
出
来
な
か

っ
た
先
生
の
多
か
っ
た
の
は
残
念
な
ζ

と
で
し
た
。
亦
畢
生
の
投
稿
の

砂
な
か
っ
た
己
主
は
、
拳
生
の
熱
が
減
退
し
た
宇
う
に
忠
へ
て
筏
念
で

し
た
。
乞
ふ
精
越
を
。

固
未
経
験
の
私
達
、
人
知
れ
ね
辛
苦
と
戦
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
成
就
の
喜
び
は
一
一
麿
勺
す
。

固
そ
れ
も
皆
今
村
先
生
の
誤
ら
ざ
る
羅
針
に
依
る
も
の
で
す
。
改
め
て
深

謝
致
し
ま
す
。

ロ
仙
畑
、
多
忙
中
手
を
煩
は
し
た
、
太
問
、
小
山
田
爾
見
に
厚
〈
お
穂
市
し

上
げ
ま
す
。
（
穏
抜
、
熊
谷
）
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